
8月22日（火曜日）　ZOOMで3会場をつないで熟議
厚東川中学校区合同学校運営協議会

　厚東川中学校区は、厚東地区、二俣瀬地区、小野地区と３つの広大な地区にまたがっており、
それぞれの委員さんが集まる合同学運協は運営が大変でした。今回は、小中学生も熟議に参加す
ることになり、１か所での開催は送迎に課題がありました。そこで今回は、それぞれの小学校を
会場として開催し、熟議の内容をZOOMを使って共有する方法をとりました。小中学生は出身
の小学校会場に集まりました。協議の結果、４校混合チームで駅伝大会を行うことになりまし
た。３地区の連携が一層進んでいくことでしょう。

8月2.3.4日（水.木.金曜日）　高校生と一緒にワークショップ
藤山小学校ー香川高等学校

藤山小学校の児童（希望者）が、宇部フロンティア大学付属香川高校の体験・ワークショップに
参加しました。２日は食物調理課主催の『ピザを作ろう』、３日は生活デザイン科の「フェルト
フラワーマグネット作り」、４日は保育科の「水鉄砲つくり」です。どのワークショップでも、
高校生のお兄さんお姉さんが優しく教えてくれ、とても楽しく作ったり食べたり遊んだりできま
した。



7月27日（木曜日）　サマースクールで黒板アート
吉部小学校

　吉部小学校の児童18人が、吉部ふれあいセンターで、「吉部地区の人たちに見てもらいたい
絵」をテーマに黒板アートに挑戦しました。元PTAの矢部敬子さんが講師を務めてくださいま
した。児童は地域にある大棚トンネルや夏ならではのひまわり・アイスクリームさらにはアニメ
のキャラクターなどを黒板に色鮮やかに描きました。完成した黒板はアートは学校に展示されて
います。

7月21日（金曜日）　「地域の公園の魅力向上プロジェクトを８月９日に実施」
藤山中学校

　藤山中学校のヤング自治会（全校総合として、生徒が居住する自治会単位での地域貢献を考え
る取組）の今年のメインテーマである「地域公園の魅力向上プロジェクト」の一環としてのイベ
ントを８月９日（水曜日）に実施します。水曜日の宇部市地域活動の日に合わせて、藤山・鵜の
島地区の１３の公園で、小さな子どもからご高齢者までを対象とした地域の方々と交流をしま
す。別紙案内にあるように、公園をきれいにしながら様々な交流活動を計画しており、地区内の
方々の参加を呼びかけています。是非、参加して中学生の活躍ぶりをご覧ください。



7月11日（火曜日）　生徒の身近な自治会への貢献活動を進めるには
宇部市コミュニティ・スクール推進協議会

7月12日（水曜日）　夏祭りポスター
小羽山小学校

　小羽山地区では、4年ぶりに地区の夏祭りが開催されます。地域の方々が楽しみにしている夏
祭りを盛り上げるため、小羽山小学校の児童にポスターを募集したところ、全学年から１００枚
以上が集まりました。今後、ふれあいセンターを通して、各自治会の掲示板などに張り出されま
す。子供たちの地域愛のこもったポスターを是非ご覧ください。

　市のコミュニティ・スクールの推進の在り方を協議していただく協議会を開催しました。この
協議会は、市内の各中学校区の代表学運協委員12人とと学校長代表４人の計１６人で組織して
います。今回の協議テーマは、藤山中学校の特色ある「ヤング自治会」の取組を市内の学校に広
めていくための方策について協議を行いました。ヤング自治会の取組は、生徒の居住する身近な
自治会での貢献を考える画期的な取組です。協議会で出された意見を参考にして、今後取組を推
進していきます。



7月7日（金曜日）　児童参加の学運協でワールドカフェ方式の熟議
藤山小学校

７月７日(金曜日)　１・２年やおや in こもれびの郷
万倉小学校

　 万倉小学校では、今年も１、２年生が学校で育てたキュウリ、トマト、ナスび、ピーマンを
「楠こもれびの郷」で販売しました。1年sりは、初めは少し緊張気味でしたが、だんだんと元
気に堂々と声をかけていました。小雨がぱらつく天候でしたが、当日の朝に収穫したばかりの野
菜は大人気で、オープン15分後には完売しました。

　藤山小学校で6年生児童全員と全教職員、学校運営協議会の委員さんと学校運営協議会として
熟議を行いました。テーマは「いじめを生まない取組を全校に広げていくためにのアイデアを出
し合う」で、児童は、当日までに総合的な学習の時間で考えてきた案を提示し、大人を交えた熟
議を行いました。1回の熟議は15分とし、それが終わると次の場所に移動して2回目の熟議を行
います。大人は移動はせずその場に残り、前の自動との協議と比較しながらアドバイスをしてい
きます。短時間でも協議が深まる「ワールドカフェ方式」に近い形の効果的な方法です。学校の
熟議でこのような方式を取り入れたのは初めてであり、工夫された大変すばらしい熟議でした。

本日の熟議の総合的な学習の中での位置づけが示されたプレゼン



6月26日（月曜日）　本年度の地域学校協働活動の在り方について
県・市　戦略会議

　本市の地域学校協働活動の取組について、県教委、市教委、関係課（市民活動課）、小中学校
が一堂に会して協議する「戦略会議」を開催しました。市教委からは、本年度の重点項目の説
明、小中学校からは、それぞれの特色ある学校の取組の報告、市民活動課からは24各地区の特
色ある協働活動の報告がありました。意見交換の部では、活動時の補償の在り方、学校地域連携
カリキュラムの見直し、地域住民の持続可能なつなぎ役・人材の掘り起こし、学校と地域をつな
ぐコーディネーターの重要性、地域活動の日の活動の在り方等について協議しました。総括とし
て、村上哲朗県教委地域連携教育エキスパーによる本市の取組の特徴と課題についてご指摘と指
導をいただきました。協議、指導いただいたことを今後に生かしていきます。

6月22日（木）　地域探検の安全見守り
厚東小学校

　厚東小学校では、2年生の生活科の学習として地域探検を行っています。この日は３回目の探
検で、温泉地にある豆腐屋に行きました。地域探検には、学校運営協議会や社会教育推進委員
会、ふれあいセンターの方々が付き添ってくださり、途中の交通量の多い道路も安心して通るこ
とができました。途中のトイレの手配もしていただき大変助かりました。(右写真は第2回の探検
の様子）



　県教委主催の第１回研修会が市役所で開催されました。参加者は、各中学校区の学校運営協議
会の代表会長・校長、地域学校協働活動推進員、市教委社会教育課職員です。県教委による本年
度の地域連携教育の重点項目の説明、宇部市の取組の説明に続き、県教委宇部エリアCSチーフ
の村上哲朗氏から「宇部市における地域連携教育の成果と課題」と題する講義がありました。市
内各地区や高等学校の取組が多く紹介され、今後の取組の推進に大いに参考になりました。

　　　　　　　　　　6月5日（月）　宇部市の地域連携教育の成果と課題
　　　　　　　　　　　　第１回地域連携教育担当者研修会

6月11日（日）　人権参観日で認知症サポーター養成講座
小野小学校

　小野小学校では、人権に関する授業を日曜参観日として保護者や地域に公開しました。低学年
は「優しさ・親切」、中学年は「命のつながり」、高学年は「命の全う」について学んだ後、参
加者全員で認知症サポーター講座を受講しました。朝ご飯を食べたことを忘れてしまった祖父と
の関わり方を、ミニお芝居をもとに考えました。受講後はサポーター証が授与され、学校の玄関
に「認知症サポータがいます」シールが貼られました。



　二俣瀬小学校では、クラブ活動で地域の方とグランドゴルフを一緒に行いました。
　また、２４日には地域の方からたくさんのそら豆をいただき、栄養教諭の話を聞きながら１，
２年生がさやむきを体験しました。むいた豆は塩ゆでされ、翌日の給食で全校児童、職員で味わ
いました。そら豆が苦手な児童も、自分たちでむいた豆をおいしそうに食べていました。

　　　　　　　　　　５月19日（金）　地域の方とグランドゴルフ
　　　　　　　　　　　　24日（水）　そら豆の皮むき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二俣瀬小学校

５月1７日（水）　放課後子ども教室との協働で稲作
吉部小学校

　吉部小学校は、「放課後子ども教室」との協働で、稲作に取り組んでいます。この日は、昔懐
かしい「田植え定規」を使って、苗を一定間隔に並ぶように植えていきました。地域の方々は開
始の一時間半前から準備をしてくださいました。また、山口大学の学生も一緒に活動し、スムー
ズに苗を植えることができました。豊かな自然に恵まれ寒暖の差が大きい吉部地区の米は、地域
自慢の農作物です。稲作体験を通して、ふるさと吉部を愛する心を育んでいきます。



  原小学校では、3年生が総合的な学習の時間で校区の探検をしています。自分たちの住んでい
る地域の魅力、学校の地理的な特徴、校区内の産業の特徴などを実際に歩いて確認しています。
これまでの2回で、ふれあいセンター、市民センター、郵便局、妻崎駅、スーパー、梅田川に行
き、3回目の本日は長門長沢駅、水神社、コンビニ、西宝寺に行きました。探検には、地域の方
も加わっていただき、交通マナーや地域のことを教えていただきました。

５月2日（火）　第3回校区探検
原小学校

５月16日（火）　最初の毛筆学習はプロの指導で
東岐波小学校

　小学校では3年生から毛筆の学習が始まります。東岐波小学校では、毎年、ふれあいセンター
で書道教室を開いておられる玄游会の先生方に指導をしてもらっています。初めて筆を握るこの
日は、準備の仕方や道具の使い方、字を書く時の約束など、丁寧に教えていただきました。最後
には、「二」を清書することができました。



4月28日（金）　ヤング自治会が地区自治会連合会総会で説明
藤山中学校

　藤山中学校では、生徒が地域の一員として自覚し、地域に貢献できる人材として育成すること
を目指す「ヤング自治会」という取組を行っています。全校生徒が１３のグループに分かれ、総
合的な学習の時間として、自治会集会を開き話し合いを行っています。これまでに地域清掃や地
域行事への参加を行ってきました。今年は、地域にある公園を誰もが使いやすい公園にしていく
ことを目指す「地域の公園魅力向上プロジェクト」を進めていきます。この日は、藤山地区の自
治連合会総会があり、代表生徒が取組の説明を行いました。日常的な地域貢献を進める大変素晴
らしい取組です。

4月17日（月）　学校運営協議会での熟議結果を生徒がプロジェクト化
厚東川中学校

　本年度最初の学運協で、生徒会役員が本年度の本年度の説明がありました。厚東川中学校で
は、昨年度、6月の生徒総会、2月の中学校区合同学運協で「中学校区をもっとよくするには」
というテーマで熟議を重ねてきました。その後、生徒会で協議が重ねられ、本日、「あいさつ大
使プロジェクト」など6つのプロジェクトとして報告されました。さらに、生徒会の各委員会で
は実現に向けて、重点取組月間など具体的に行動する計画も発表されました。年度最初の段階
で、ここまで具体的な計画が示されていることは大変すばらしいと思います。今後の取組に大い
に期待しています。



　本年度のコミュニティ・スクール推進の重点項目をお示しします。
　基本的には、昨年度の8つの項目を継承しますが、新型コロナ感染症の対応方針が変更となる
ことから、これまでのコロナ下での協働活動推進の成果を生かした積極的な取組を進め、地域と
ともにある学校づくりと学校を核とした地域づくりの一体的な推進を目指します。重点項目を掲
載した資料は上記にリンクを設定していますのでご覧ください。

4月12日（水）　見守り隊の方々と熟議
二俣瀬小学校

　二俣瀬小学校では、見守り隊の方々との対面式の後、2年生以上の14人が4グループに分かれ
て熟議を行いました。テーマは「心がつながる挨拶の仕方を考えよう」。児童と見守り隊員と教
職員で、「どうしたら、心のこもったあいさつができるだろうか」と、挨拶の現状や地域の方々
が感じておられること、児童の意見を出し合いながらまとめていきました。現在、4グループか
ら出された意見を6年生が一つにまとめる話し合をしています。
　本年度も、地域の大人と児童生徒の熟議がいろいろな場で行われ、より良い学校生活が送れる
ようになってほしいと願っています。

4月3日（月）　令和5年度コミュニティ・スクール推進の重点項目
社会教育課


